
(57)【要約】

【課題】　従来は、前フレームと現フレームの差情報を

得るための比較動作及び補正データ生成と、サブフィー

ルド展開シーケンスが個別に行われるため、これらに必

要なメモリ回路及びその制御手段、データ演算手段の規

模が大きく、制御も煩雑なものとなる。

【解決手段】　フレームレート変換手段は、フレームメ

モリ２１、２２と、フレームメモリ２１、２２に第１及

び第２の映像信号データを互いに独立して書き込んだ後

、互いに独立して書込み時のレートとは異なるレートで

複数回並列に読み出すタイミング制御回路２３と、フレ

ームメモリ２１、２２から並列に読み出されたレート変

換された第１及び第２の映像信号データの一方を現フレ

ームデータとして、かつ、他方を前フレームデータとし

て受け、これらのフレームデータの信号レベルに差分を

生じたときに、変化を強調する処理を施した補正処理映

像データを生成する動画補正処理データ変換部２４とか

らなる。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 す る 映 像 信 号 に 対 応 す る 映 像 信 号 デ ー タ の 垂 直 走 査 レ ー ト を フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手
段 に よ り 変 換 し 、 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 後 の 映 像 信 号 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、
か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直 走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る 液 晶 表
示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手 段 は 、
　 連 続 す る ２ つ の 第 １ 及 び 第 ２ の フ レ ー ム 期 間 に 対 応 す る 各 垂 直 走 査 期 間 の 第 １ 及 び 第 ２
の 映 像 信 号 デ ー タ を 互 い に 独 立 し て 蓄 積 し 、 互 い に 独 立 し て 読 み 出 す 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ
リ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 に 別 々 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 映 像 信 号 デ ー タ を 互 い に 独
立 し て 書 き 込 ん だ 後 、 互 い に 独 立 し て 書 込 み 時 の レ ー ト と は 異 な る レ ー ト で 複 数 回 並 列 に
読 み 出 す 書 込 み ／ 読 み 出 し 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 か ら 並 列 に 読 み 出 さ れ た レ ー ト 変 換 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２
の 映 像 信 号 デ ー タ の 一 方 を 現 フ レ ー ム デ ー タ と し て 、 か つ 、 他 方 を 前 フ レ ー ム デ ー タ と し
て 受 け 、 こ れ ら の フ レ ー ム デ ー タ の 信 号 レ ベ ル に 差 分 を 生 じ た と き に 、 変 化 を 強 調 す る 処
理 を 施 し た 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を 生 成 す る 補 正 処 理 変 換 手 段 と
　 を 有 し 、 前 記 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直
走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 示 す る 映 像 信 号 に 対 応 す る 映 像 信 号 デ ー タ の 垂 直 走 査 レ ー ト を フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手
段 に よ り 変 換 し 、 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 後 の 映 像 信 号 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、
か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直 走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る 液 晶 表
示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手 段 は 、
　 偶 数 ラ イ ン デ ー タ と 奇 数 ラ イ ン デ ー タ を 互 い に 独 立 し て 蓄 積 し 、 互 い に 独 立 し て 読 み 出
す 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 と 、
　 連 続 す る ２ つ の 第 １ 及 び 第 ２ の フ レ ー ム 期 間 に 対 応 す る 各 垂 直 走 査 期 間 の 第 １ 及 び 第 ２
の 映 像 信 号 デ ー タ の う ち 、 一 方 の 映 像 信 号 デ ー タ の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ と 他 方 の 映 像 信 号 デ
ー タ の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 に 別 々 に 互 い に 独 立 し て 書 き 込
ん だ 後 、 互 い に 独 立 し て 書 込 み 時 の レ ー ト と は 異 な る レ ー ト で 複 数 回 並 列 に 読 み 出 す 書 込
み ／ 読 み 出 し 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 か ら 並 列 に 読 み 出 さ れ た レ ー ト 変 換 さ れ た 前 記 偶 数 ラ イ
ン デ ー タ と 前 記 奇 数 ラ イ ン デ ー タ の 一 方 を 現 フ ィ ー ル ド デ ー タ と し 、 か つ 、 他 方 を 前 フ ィ
ー ル ド デ ー タ と し て 受 け 、 こ れ ら 異 な る フ ィ ー ル ド に 対 応 し た ２ つ の デ ー タ か ら 、 信 号 レ
ベ ル に 差 分 を 生 じ た と き に 、 変 化 を 強 調 す る 処 理 を 施 し た 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を 生 成 す る
補 正 処 理 変 換 手 段 と
　 を 有 し 、 前 記 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直
走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表
示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 投 射 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 に 好 適 な ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 通 信 、 放 送 、 情 報 記 録 メ デ ィ ア 等 の 技 術 進 展 と 並 行 し て 、 こ れ ら
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の 映 像 情 報 を 大 画 面 ・ 高 精 細 に 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ へ の 要 望 が 高 ま っ て い る 。 こ れ を 実
現 す る も の と し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ２ は こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 の 基 本 構 成 図 を 示 す 。 同 図 に
お い て 、 複 数 の 列 信 号 電 極 （ Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｄ k） 及 び 複 数 の 行 走 査 電 極 （ Ｇ １ 、
Ｇ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｇ m） が 互 い に 直 交 す る 方 向 に 形 成 さ れ 、 そ れ ら の 各 交 差 部 に は 表 示 画 素
Ｐ Ｉ Ｘ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 複 数 の 表 示 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ は ｍ 行 ｋ 列 の 二 次 元 マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 列 信 号 電 極 駆 動 回 路 １ は 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ ２ 及 び ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ Ｗ よ り 構 成 さ れ て
い る 。 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ ２ の 各 出 力 段 は ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ Ｗ の 各 制 御 端 子 に 接 続 さ れ 、
ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ Ｗ の 各 ス イ ッ チ 入 力 側 端 子 は 表 示 信 号 Ｓ Ｉ Ｇ 入 力 端 子 に 共 通 接 続 さ れ 、
ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ Ｗ の 各 ス イ ッ チ 出 力 側 端 子 は 列 信 号 電 極 （ Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｄ k）
の 各 々 に 別 々 に 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 列 信 号 電 極 が ｋ 個 あ れ ば 、 ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ
Ｗ は ｋ 個 の ス イ ッ チ 回 路 か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ ２ は 、 図 示 し な い 駆 動 タ イ ミ ン グ 生 成 回 路 よ り 水 平 ス タ ー ト 信 号 Ｈ
Ｓ Ｔ と 水 平 ク ロ ッ ク 信 号 Ｈ Ｃ Ｋ が 供 給 さ れ 、 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ ２ の 各 出 力 段 よ り ス イ ッ
チ 回 路 群 Ｓ Ｗ の 各 制 御 端 子 に 対 し 、 順 次 オ ン パ ル ス を 送 出 し 、 ス イ ッ チ 回 路 群 Ｓ Ｗ の 各 ス
イ ッ チ 回 路 を 順 次 オ ン 状 態 と す る こ と に よ り 、 表 示 信 号 入 力 線 か ら の 表 示 信 号 Ｓ Ｉ Ｇ を 対
応 す る 列 信 号 電 極 Ｄ に 順 次 サ ン プ リ ン グ す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 行 走 査 電 極 駆 動 回 路 ３ は シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 で 構 成 さ れ 、 そ の シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 の 各
出 力 段 が 列 信 号 電 極 （ Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｄ k） の 各 々 に １ 対 １ に 対 応 し て 接 続 さ れ て
い る 。 行 走 査 電 極 駆 動 回 路 ３ を 構 成 す る シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 に は 、 駆 動 タ イ ミ ン グ 生 成 回
路 （ 図 示 せ ず ） よ り 垂 直 ス タ ー ト 信 号 Ｖ Ｓ Ｔ 及 び 垂 直 ク ロ ッ ク 信 号 Ｖ Ｃ Ｋ が 供 給 さ れ 、 対
応 す る 行 走 査 電 極 Ｇ に 対 し て 順 次 行 選 択 パ ル ス を 送 出 す る こ と に よ り 、 各 行 の 複 数 の 表 示
画 素 Ｐ Ｉ Ｘ が １ 行 ず つ 順 次 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 列 信 号 電 極 Ｄ （ す な わ ち 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｄ k） と 行 走 査 電 極 Ｇ （ す な わ ち 、 Ｇ
１ 、 Ｇ ２ 、 ・ ・ ・ 、 Ｇ m） の 各 交 差 部 に は 表 示 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 表 示 画
素 Ｐ Ｉ Ｘ の そ れ ぞ れ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ と 、 補 助 容
量 Ｃ ｓ と 、 （ 図 示 し な い ） 表 示 画 素 電 極 と 、 液 晶 表 示 体 Ｌ Ｃ Ｍ と で 構 成 さ れ て い る 。 行 走
査 電 極 Ｇ の 行 選 択 パ ル ス が 供 給 さ れ る と 、 対 応 す る 行 の 表 示 画 素 の ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ ｒ が オ ン と な り 、 列 信 号 電 極 Ｄ に サ ン プ リ ン グ し た 表 示 信 号 が ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ ｒ を 介 し て 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 蓄 積 さ れ る と 共 に 、 液 晶 表 示 体 Ｌ Ｃ Ｍ に 供 給 さ れ て こ
れ を 駆 動 す る 。 補 助 容 量 Ｃ ｓ は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ が オ フ の 期 間 で の 液 晶 駆 動
電 圧 を 保 持 し 、 高 デ ュ ー テ ィ 駆 動 を 実 現 す る 目 的 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ ４ は ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス パ ネ ル の 駆 動 部 の 一 例 の 構 成 図 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う
に 、 駆 動 部 は １ フ レ ー ム 分 の 映 像 デ ー タ を 蓄 積 可 能 な フ レ ー ム メ モ リ ５ 、 極 性 反 転 回 路 ６
、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ７ 、 ア ナ ロ グ 処 理 部 ８ 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ９ 及 び パ ネ ル 駆 動 タ イ ミ ン グ
生 成 回 路 １ ０ の 各 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 １ ４ を も と に 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 部 の 構 成 と 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 入 力 映 像
デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ５ に 供 給 さ れ る 。 フ レ ー ム メ モ リ ５ は 、 映 像 デ ー タ の 書
き 込 み と 読 み 出 し を 独 立 制 御 可 能 な 構 成 で 、 例 え ば 一 般 的 な Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ First-In First-O
ut） メ モ リ を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ９ は 入 力 側 デ ー タ 、 及 び 同 期 信 号 Ｈ 、 Ｖ に 同 期 し た 書 き 込 み ク ロ ッ
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ク 信 号 Ｗ Ｃ Ｋ 、 書 き 込 み 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ （ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ で は 、 Ｗ Ｅ 、 Ｒ Ｓ Ｔ Ｗ 信
号 が こ れ に 相 当 す る ） を フ レ ー ム メ モ リ ５ に 供 給 す る 。 そ の 結 果 、 １ フ レ ー ム 分 の 映 像 デ
ー タ が フ レ ー ム メ モ リ ５ に 記 憶 、 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ９ か ら は 、 同 時 に フ レ ー ム メ モ リ ５ に 対 し て 、 読 み 出 し の 基
準 ク ロ ッ ク Ｒ Ｃ Ｋ 、 読 み 出 し 制 御 信 号 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ （ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ で は 、 Ｒ Ｅ 、 Ｒ Ｓ Ｔ
Ｒ 信 号 が こ れ に 相 当 す る ） が 供 給 さ れ る 。 フ レ ー ム メ モ リ ５ の 読 み 出 し 動 作 は 書 き 込 み 動
作 に 対 し 、 例 え ば ２ 倍 速 の レ ー ト に 設 定 さ れ 、 こ の 場 合 、 フ レ ー ム メ モ リ ５ に 蓄 積 し た １
フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ が 各 々 ２ 回 ず つ 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ レ ー ム メ モ リ ５ か ら ２ 倍 速 レ ー ト で 読 み 出 さ れ た 映 像 デ ー タ は 、 極 性 反 転 回 路 ６ で １
垂 直 走 査 期 間 毎 に 極 性 反 転 さ れ た 後 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ７ で ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ る 。 ア ナ
ロ グ 処 理 部 ８ は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ７ か ら 出 力 さ れ た ア ナ ロ グ 映 像 信 号 を 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の
表 示 特 性 に 応 じ て 、 黒 レ ベ ル 設 定 や 増 幅 等 の 処 理 を 行 い 、 駆 動 用 映 像 信 号 （ 表 示 信 号 ） Ｓ
Ｉ Ｇ と し て 液 晶 パ ネ ル １ １ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 駆 動 タ イ ミ ン グ パ ル ス 生 成 回 路 １ ０ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ５ の 読 み 出 し 制 御 と 同 期
し て 液 晶 パ ネ ル １ １ の ア ド レ ス 動 作 に 必 要 な タ イ ミ ン グ パ ル ス 信 号 （ す な わ ち 、 前 述 し た
Ｈ Ｓ Ｔ 、 Ｈ Ｃ Ｋ 、 Ｖ Ｓ Ｔ 、 Ｖ Ｃ Ｋ ） を 生 成 し て 液 晶 パ ネ ル １ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ と 液 晶 パ ネ ル １ １ に 入 力 す る 駆 動 用 映 像
信 号 （ 表 示 信 号 ） Ｓ Ｉ Ｇ の 動 作 タ イ ミ ン グ 模 式 図 を 示 す 。 液 晶 パ ネ ル １ １ は 信 頼 性 低 下 、
焼 き 付 き 防 止 の 必 要 か ら 交 流 電 圧 で 駆 動 す る 必 要 が あ り 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 一 定
周 期 毎 に 極 性 反 転 し た 表 示 信 号 を 入 力 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 液 晶 の 電 圧 応 答 の バ ラ
ン ス が 正 極 性 電 圧 と 負 極 性 電 圧 で 非 対 称 な 場 合 、 明 る さ の ち ら つ き （ フ リ ッ カ ー ） と し て
感 知 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ リ ッ カ ー の 低 減 手 段 と し て は 、 表 示 信 号 電 圧 の 極 性 反 転 を ラ イ ン 毎 、 ド ッ ト 毎 に 行 い
、 フ リ ッ カ ー を 視 覚 的 に 平 均 化 す る 駆 動 方 法 が あ る が 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 画 素 が 高 密 度 化
、 微 細 化 し た 場 合 、 ラ イ ン 反 転 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 で は 、 画 素 間 電 位 差 の 影 響 に よ り 表 示 コ
ン ト ラ ス ト が 大 き く 劣 化 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 １ ２ ～ 図 １ ４ で 説 明 し た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 例 と 駆 動 方 法 で は 、
１ 垂 直 走 査 期 間 分 の 入 力 映 像 デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ ５ に 蓄 積 し 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム 信 号 に
変 換 し 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム 信 号 に 対 し て 垂 直 走 査 期 間 毎 の 極 性 反 転 を 行 う た め 、 交 流 駆 動 に
よ る フ リ ッ カ ー を 視 覚 的 に 感 知 さ れ な い 周 波 数 に 変 換 す る こ と が で き る 。 こ の 駆 動 方 法 は
、 特 に 高 密 度 画 素 を 特 徴 と し た 反 射 型 液 晶 表 示 パ ネ ル （ Ｌ Ｃ Ｏ Ｓ ＝ Liquid Crystal On Si
licon） の 駆 動 方 式 と し て 広 く 採 用 さ れ て い る 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 な 構 成 及 び 動 作 に つ い て 説 明 し た
。 液 晶 表 示 装 置 は 大 画 面 ・ 高 画 質 を 実 現 す る デ ィ ス プ レ イ 方 式 と し て 優 れ た 特 徴 を 有 す る
。 し か し な が ら 、 そ の 課 題 と し て 、 液 晶 の 応 答 速 度 に 起 因 す る 動 画 で の 解 像 度 劣 化 の 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 液 晶 パ ネ ル の 応 答 速 度 、 す な わ ち 動 画 特 性 改 善 の ア プ ロ ー チ と し て は 、 液 晶 部 の 厚 さ を
必 要 な 光 変 調 効 果 を 維 持 で き る 範 囲 で で き る だ け 小 さ く す る こ と で 、 液 晶 パ ネ ル そ の も の
の 応 答 速 度 を 向 上 す る 方 法 が あ る 。 し か し な が ら 、 液 晶 部 の 厚 さ を 小 さ く す る と 、 均 一 な
液 晶 セ ル 厚 を 確 保 す る こ と が よ り 困 難 と な り 、 液 晶 パ ネ ル の 生 産 性 低 下 が 避 け ら れ な い 。
ま た 、 液 晶 材 料 の 選 択 に は 光 変 調 効 果 の パ ラ メ ー タ （ 屈 折 率 、 誘 電 率 等 ） 以 外 に 信 頼 性 へ
の 配 慮 等 が 必 要 で あ り 、 そ の 選 択 肢 は 必 ず し も 広 く な い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に 対 し 、 特 に 液 晶 の 応 答 特 性 が 中 間 輝 度 間 で の 遷 移 で 顕 著 に 低 下 す る こ と に 着 目 し
、 駆 動 信 号 に 信 号 処 理 を 適 用 す る こ と で 、 動 画 応 答 特 性 を 向 上 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及 び 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 図 １ ６ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 応 答
補 正 処 理 ブ ロ ッ ク の 一 例 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 動 画 応 答 補 正 処 理 ブ ロ
ッ ク は 、 入 力 映 像 デ ー タ を １ フ レ ー ム 分 蓄 積 し 遅 延 さ せ る フ レ ー ム メ モ リ １ ３ と 、 フ レ ー
ム メ モ リ １ ３ か ら 読 み 出 し た 前 フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ Ｓ ｎ － １ 及 び 現 フ レ ー ム の 映 像 デ ー
タ Ｓ ｎ の 両 方 を 参 照 し 、 補 正 デ ー タ Ｓ ｎ ’ を 生 成 す る 動 画 補 正 処 理 （ デ ー タ 変 換 ） 部 １ ４
よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ７ 及 び 図 １ ８ は 、 図 １ ６ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 応 答 補 正 処 理 ブ ロ ッ ク の 補 正
処 理 動 作 に 関 し て 、 そ の 概 要 を 表 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ ７ は 表 示 輝 度 変 化 が 暗 → 明 に 立 ち
上 が る 場 合 を 、 図 １ ８ は 表 示 輝 度 変 化 が 明 → 暗 に 立 ち 下 が る 場 合 を 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ７ （ ａ ） 、 図 １ ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 表 示 信 号 の レ ベ ル が 前 フ レ ー ム の 信 号 レ ベ
ル Ｓ ｎ － １ か ら 現 フ レ ー ム の 信 号 レ ベ ル Ｓ ｎ に 変 化 す る と き 、 動 画 応 答 補 正 処 理 を 適 用 し
な い 条 件 で は 、 図 １ ７ （ ｂ ） 、 図 １ ８ （ ｂ ） に 破 線 Ａ で 示 す よ う に 、 液 晶 が 変 化 毎 前 の 輝
度 レ ベ ル Ｉ ｎ － １ か ら 、 目 標 と す る 輝 度 レ ベ ル Ｉ ｎ に 到 達 す る ま で に 比 較 的 長 い 応 答 時 間
を 必 要 と し 、 こ れ に 起 因 し て 動 画 像 の ぼ け が 感 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 動 画 応 答 補 正 処 理 で は 、 前 フ レ ー ム の 信 号 レ ベ ル Ｓ ｎ － １ と 現 フ レ ー ム 信 号 レ ベ
ル Ｓ ｎ の ２ つ の 情 報 か ら 、 現 フ レ ー ム に 対 す る 補 正 デ ー タ Ｓ ｎ ’ を 決 定 す る 。 す な わ ち 、
前 フ レ ー ム 信 号 Ｓ ｎ － １ と 現 フ レ ー ム 信 号 Ｓ ｎ 間 に 変 化 が あ っ た 場 合 に は 、 図 １ ７ （ ａ ）
、 図 １ ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 そ の 変 化 を よ り 強 調 す る 方 向 の 補 正 信 号 Ｓ ｎ ’ を 生 成 し 、
現 フ レ ー ム 信 号 Ｓ ｎ の か わ り に 補 正 信 号 Ｓ ｎ ’ を 現 フ レ ー ム 信 号 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 補 正 処 理 に よ っ て 、 液 晶 の 応 答 特 性 は 図 １ ７ （ ｂ ） 、 図 １ ８ （ ｂ ） に 例 え ば Ｂ で 示
す よ う に 改 善 さ れ 、 液 晶 を １ フ レ ー ム 期 間 中 に 目 標 輝 度 レ ベ ル Ｉ ｎ に ま で 応 答 さ せ る こ と
が で き る 。 な お 、 補 正 デ ー タ の 生 成 手 段 と し て は 、 例 え ば 前 フ レ ー ム 信 号 （ デ ー タ ） Ｓ ｎ

－ １ と 前 フ レ ー ム 信 号 （ デ ー タ ） Ｓ ｎ を ア ド レ ス と し て 参 照 し 、 第 ３ の デ ー タ Ｓ ｎ ’ を 読
み 出 す ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル メ モ リ を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 よ り 簡 略 化 し た 方 法 と
し て は 下 式 で 示 す よ う に 、 フ レ ー ム 信 号 間 の 差 分 （ Ｓ ｎ － Ｓ ｎ － １ ） に 係 数 Ｋ を 乗 算 し 、
現 フ レ ー ム 信 号 Ｓ ｎ に 加 算 す る 処 理 に よ っ て も 補 正 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 　 Ｓ ｎ ’ ＝ Ｓ ｎ ＋ Ｋ ・ （ Ｓ ｎ － Ｓ ｎ － １ ）
　 と こ ろ で 、 以 上 述 べ た 従 来 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 動 画 特 性 向 上 を 目 的 と
し た 信 号 処 理 を 適 用 す る 上 で 、 以 下 の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ に 、 前 フ レ ー ム と 現 フ レ ー ム の ２ つ の フ レ ー ム 情 報 が 必 要 と な る た め 、 画 像 デ ー タ
を １ フ レ ー ム 分 蓄 積 、 遅 延 さ せ る 専 用 の フ レ ー ム メ モ リ 、 及 び そ の 制 御 手 段 を 備 え る こ と
が 原 則 で あ り 、 回 路 規 模 や コ ス ト の 増 大 、 メ モ リ 制 御 の 煩 雑 さ が 問 題 と な る 。 特 に 、 反 射
型 液 晶 表 示 装 置 等 で は 動 画 補 正 の 有 無 に よ ら ず 、 フ リ ッ カ ー の 無 い 交 流 駆 動 を 実 現 す る 目
的 で フ レ ー ム レ ー ト 変 換 メ モ リ を 用 い て お り 、 動 画 補 正 処 理 を 適 用 す る 上 で は フ レ ー ム レ
ー ト 変 換 メ モ リ の 他 に 、 前 後 フ レ ー ム 間 デ ー タ 比 較 用 の メ モ リ を 追 加 す る 必 要 が あ り 、 こ
れ ら の メ モ リ 群 の 構 成 及 び 制 御 を 統 合 し て 簡 素 に 実 現 す る こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ に 、 従 来 技 術 文 献 に 開 示 さ れ て い る 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 特 性 補 償 に お い て は 、 補 償
信 号 を 映 像 の １ フ レ ー ム 期 間 を 基 本 単 位 と し て 液 晶 パ ネ ル に 供 給 す る た め 、 十 分 な 応 答 速
度 を 得 る た め に 補 正 量 を 大 き く し て い く と 、 １ フ レ ー ム 期 間 中 に 液 晶 応 答 レ ベ ル が 本 来 の
目 標 輝 度 レ ベ ル に 対 し て 過 応 答 と な り 、 動 画 像 の 変 化 部 （ エ ッ ジ ） に 輝 度 が 逆 転 し た 偽 輪
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郭 が 発 生 し 、 表 示 品 位 を 損 ね る こ と が 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ７ （ ｂ ） 及 び 図 １ ８ （ ｂ ） に お い て 、 液 晶 応 答 Ｃ は 動 画 応 答 補 償 が 過 補 償 と な っ た
場 合 の 特 性 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 例 で は 、 液 晶 の 表 示 輝 度 が 目 標 値 に 対 し て オ ー バ ー シ
ュ ー 卜 し て い る た め 、 こ れ ら 過 補 正 の 状 態 で は 、 図 １ ９ に 下 段 で 示 し た よ う に 動 画 部 の エ
ッ ジ に 輝 度 反 転 が 発 生 し 、 表 示 品 位 が 損 な わ れ る 。 上 記 課 題 に 対 し て は 、 １ フ レ ー ム 信 号
を 複 数 の サ ブ フ ィ ー ル ド に 分 解 し 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 単 位 で 動 画 補 正 の 演 算 処 理 を 制 御 す る
こ と で 解 決 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ １ ７ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ １ ７ ２ １ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 R.I.マ ッ カ ー ト ニ ー （ R.I.McCartney） 著 ,「 A Liquid Crystal Display
 Response Time Compensation Feature　 Integrated into an LCD Panel Timing Control
ler」 ,（ 米 国 ） ,SID03 DIGEST 48.3,p.1350-1353
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 特 許 文 献 ２ 記 載 の 方 法 で は 、 前 フ レ ー ム と 現 フ レ ー ム の 差 情 報 を
得 る た め の 比 較 動 作 及 び 補 正 デ ー タ 生 成 と 、 サ ブ フ ィ ー ル ド 展 開 シ ー ケ ン ス が 個 別 に 行 わ
れ る た め 、 こ れ ら に 必 要 な メ モ リ 回 路 及 び そ の 制 御 手 段 、 デ ー タ 演 算 手 段 の 規 模 が 大 き く
、 そ れ ら の 制 御 も 煩 雑 な も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 等 、 フ レ ー ム メ モ リ を 用 い た 他 の 信 号 処 理 と 併 用 す る 場 合 、
複 数 の フ レ ー ム メ モ リ を 個 別 に 制 御 す る 方 法 に は 無 駄 が 多 く 、 こ れ ら を 統 合 す る 構 成 及 び
駆 動 制 御 方 法 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 メ モ リ 構 成 や 制 御 手 段 を 煩 雑 化 せ ず に 動 画 特
性 を 向 上 す る 補 正 処 理 が 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 動 画 過 補 正 の 問 題 に 対 し て 、 よ り 良 い 特 性 が 得 ら れ る 補 正
を 行 い 得 る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 動 画 補 正 に 必 要 と す る フ レ ー ム メ モ リ の 容 量 を 削 減 し 得 る
液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 １ の 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 表 示 す る 映 像 信 号 に 対 応 す る
映 像 信 号 デ ー タ の 垂 直 走 査 レ ー ト を フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手 段 に よ り 変 換 し 、 フ レ ー ム レ ー
ト 変 換 後 の 映 像 信 号 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直 走 査 期 間
毎 に 反 転 し て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 フ レ ー ム レ ー
ト 変 換 手 段 は 、 連 続 す る ２ つ の 第 １ 及 び 第 ２ の フ レ ー ム 期 間 に 対 応 す る 各 垂 直 走 査 期 間 の
第 １ 及 び 第 ２ の 映 像 信 号 デ ー タ を 互 い に 独 立 し て 蓄 積 し 、 互 い に 独 立 し て 読 み 出 す 第 １ 及
び 第 ２ の メ モ リ 手 段 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 に 別 々 に 第 １ 及 び 第 ２ の 映 像 信 号 デ ー
タ を 互 い に 独 立 し て 書 き 込 ん だ 後 、 互 い に 独 立 し て 書 込 み 時 の レ ー ト と は 異 な る レ ー ト で
複 数 回 並 列 に 読 み 出 す 書 込 み ／ 読 み 出 し 手 段 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 か ら 並 列 に 読
み 出 さ れ た レ ー ト 変 換 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 映 像 信 号 デ ー タ の 一 方 を 現 フ レ ー ム デ ー タ と
し て 、 か つ 、 他 方 を 前 フ レ ー ム デ ー タ と し て 受 け 、 こ れ ら の フ レ ー ム デ ー タ の 信 号 レ ベ ル
に 差 分 を 生 じ た と き に 、 変 化 を 強 調 す る 処 理 を 施 し た 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を 生 成 す る 補 正
処 理 変 換 手 段 と を 有 し 、 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極
性 を 垂 直 走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 を 用 い て 、 フ レ ー ム 反 転 駆 動 に お け る フ リ ッ カ
レ ス 駆 動 に 必 要 な フ レ ー ム 倍 速 処 理 と 、 動 画 応 答 補 償 の 差 分 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 ま
た 、 前 フ レ ー ム デ ー タ と 現 フ レ ー ム デ ー タ が 、 倍 速 フ レ ー ム の 各 サ イ ク ル に つ い て 同 時 並
列 的 に 得 ら れ る た め 、 倍 速 フ レ ー ム で フ レ ー ム 間 デ ー タ 比 較 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 ２ の 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 表 示 す る 映 像 信 号 に
対 応 す る 映 像 信 号 デ ー タ の 垂 直 走 査 レ ー ト を フ レ ー ム レ ー ト 変 換 手 段 に よ り 変 換 し 、 フ レ
ー ム レ ー ト 変 換 後 の 映 像 信 号 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直
走 査 期 間 毎 に 反 転 し て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 フ レ
ー ム レ ー ト 変 換 手 段 は 、 偶 数 ラ イ ン デ ー タ と 奇 数 ラ イ ン デ ー タ を 互 い に 独 立 し て 蓄 積 し 、
互 い に 独 立 し て 読 み 出 す 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 と 、 連 続 す る ２ つ の 第 １ 及 び 第 ２ の フ
レ ー ム 期 間 に 対 応 す る 各 垂 直 走 査 期 間 の 第 １ 及 び 第 ２ の 映 像 信 号 デ ー タ の う ち 、 一 方 の 映
像 信 号 デ ー タ の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ と 他 方 の 映 像 信 号 デ ー タ の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ を 第 １ 及 び
第 ２ の メ モ リ 手 段 に 別 々 に 互 い に 独 立 し て 書 き 込 ん だ 後 、 互 い に 独 立 し て 書 込 み 時 の レ ー
ト と は 異 な る レ ー ト で 複 数 回 並 列 に 読 み 出 す 書 込 み ／ 読 み 出 し 手 段 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ
モ リ 手 段 か ら 並 列 に 読 み 出 さ れ た レ ー ト 変 換 さ れ た 偶 数 ラ イ ン デ ー タ と 奇 数 ラ イ ン デ ー タ
の 一 方 を 現 フ ィ ー ル ド デ ー タ と し 、 か つ 、 他 方 を 前 フ ィ ー ル ド デ ー タ と し て 受 け 、 こ れ ら
異 な る フ ィ ー ル ド に 対 応 し た ２ つ の デ ー タ か ら 、 信 号 レ ベ ル に 差 分 を 生 じ た と き に 、 変 化
を 強 調 す る 処 理 を 施 し た 補 正 処 理 映 像 デ ー タ を 生 成 す る 補 正 処 理 変 換 手 段 と を 有 し 、 補 正
処 理 映 像 デ ー タ を ア ナ ロ グ 映 像 信 号 に 変 換 し 、 か つ 、 そ の 極 性 を 垂 直 走 査 期 間 毎 に 反 転 し
て か ら 液 晶 パ ネ ル に 供 給 し て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 発 明 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 を 用 い て 、 順 次 走 査 信 号 を イ ン タ ー レ ー ス 化
し て 表 示 デ ー タ の フ レ ー ム レ ー ト 変 換 及 び 、 前 、 現 フ レ ー ム デ ー タ 比 較 に よ る 動 画 補 正 処
理 を 同 時 に 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 必 要 な メ モ リ 容 量 を 第 １ の 発 明 に 比 し １ ／ ２ に
削 減 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 を 用 い て 、 フ レ ー ム 反 転 駆 動 に お け る フ リ
ッ カ レ ス 駆 動 に 必 要 な フ レ ー ム 倍 速 処 理 と 、 動 画 応 答 補 償 の 差 分 情 報 を 得 る こ と が で き る
た め 、 メ モ リ 構 成 や 制 御 手 段 を 煩 雑 化 せ ず に 、 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 後 の デ ー タ を 単 位 と し
て 高 精 度 な 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 特 性 を 向 上 す る 補 正 処 理 が で き る 。 ま た 、 動 画 応 答 補 償 処
理 を フ レ ー ム レ ー ト 変 換 メ モ リ の 出 力 で 行 う 構 成 を 採 用 し て い る た め 、 補 正 の 時 間 単 位 を
短 く で き 、 よ り 効 果 的 な 動 画 応 答 補 正 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 フ レ ー ム デ ー タ と 現 フ レ ー ム デ ー タ が 、 倍 速 フ レ ー ム の 各 サ
イ ク ル に つ い て 同 時 並 列 的 に 得 ら れ る た め 、 倍 速 フ レ ー ム で フ レ ー ム 間 デ ー タ 比 較 が 可 能
で あ る た め 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 動 画 過 補 正 の 問 題 に 対 し て 、 よ り 良 い 特 性 が 得
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 手 段 を 用 い て 、 順 次 走 査 信 号 を イ ン タ ー
レ ー ス 化 し て 表 示 デ ー タ の フ レ ー ム レ ー ト 変 換 及 び 、 前 、 現 フ レ ー ム デ ー タ 比 較 に よ る 動
画 補 正 処 理 を 同 時 に 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 必 要 な メ モ リ 容 量 を 第 １ の 発 明 に 比 し
１ ／ ２ に 削 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 と 共 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明
に な る 液 晶 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 、
フ レ ー ム メ モ リ ブ ロ ッ ク ２ ０ を 構 成 す る 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ と 第 ２ の フ レ ー ム メ モ
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リ ２ ２ に そ れ ぞ れ 供 給 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ に は 、 タ イ ミ ン
グ 制 御 回 路 ２ ３ か ら 個 別 に メ モ リ 制 御 信 号 線 群 （ Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ 、 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ １ ） と （
Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ 、 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ ） が 供 給 さ れ 、 互 い に 書 き 込 み と 読 み 出 し の 制 御 を 独 立
し て 制 御 可 能 な 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ は そ れ ぞ れ 映 像 デ ー タ の 書 き 込 み と 読 み 出 し を 独 立
制 御 可 能 な 構 成 で 、 こ れ に は 例 え ば 一 般 的 な Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ First-In First-Out） メ モ リ を 適
用 で き る 。 ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 出 力 デ ー タ バ ス は 、 動 画 補 正 処 理 デ ー タ
変 換 部 ２ ４ に 共 通 接 続 さ れ て い る 。 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ２
１ 及 び ２ ２ の 双 方 の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ を 入 力 と し 、 こ れ ら の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ か ら 動
画 補 正 処 理 さ れ た 表 示 デ ー タ を 生 成 し 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ か ら 出 力 さ れ た 表 示 デ ー タ は 、 極 性 反 転 回 路 ２ ５ で １ 垂
直 走 査 期 間 毎 に 極 性 反 転 さ れ た 後 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ２ ６ で ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ る 。 ア ナ
ロ グ 処 理 部 ２ ７ は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ２ ６ か ら 出 力 さ れ た ア ナ ロ グ 映 像 信 号 を 、 液 晶 パ ネ ル ２
９ の 表 示 特 性 に 応 じ て 、 黒 レ ベ ル 設 定 や 増 幅 等 の 処 理 を 行 い 、 駆 動 用 映 像 信 号 （ 表 示 信 号
） Ｓ Ｉ Ｇ と し て 液 晶 パ ネ ル ２ ９ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 液 晶 パ ネ ル ２ ９ は 従 来 と 同 様 の 構 成 で あ り 、 図 １ ３ に 示 し た ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ ｒ の よ う な ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 表 示 電 極 を 含 む 単 位 画 素 を 、 二 次 元 マ ト リ ク ス 状
に 複 数 配 列 し た 駆 動 回 路 基 板 と 、 共 通 電 極 を 形 成 し た 透 光 性 基 板 と 、 前 記 駆 動 回 路 基 板 と
透 光 性 其 板 と の 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 と を 備 え た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ２ ３ は 入 力 側 デ ー タ 、 及 び 同 期 信 号 Ｈ 、 Ｖ に 同 期 し た 書 き 込
み ク ロ ッ ク 信 号 Ｗ Ｃ Ｅ 、 書 き 込 み 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ 、 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ （ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ
モ リ で は 、 Ｗ Ｅ 、 Ｒ Ｓ Ｔ Ｗ 信 号 が こ れ に 相 当 す る ） を フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ に 供 給
す る 。 こ の メ モ リ 書 き 込 み 動 作 は 、 ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ に 対 し 、 入 力 フ レ
ー ム 期 間 毎 に 相 補 的 に な る よ う に 制 御 す る 。 す な わ ち 、 入 力 の 第 １ フ レ ー ム 期 間 の 映 像 デ
ー タ は フ レ ー ム メ モ リ ２ １ に 書 き 込 み 、 第 ２ フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ は フ レ ー ム メ モ リ ２ ２
に 書 き 込 み 、 以 下 、 そ れ を 交 互 に 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 読 み 出 し は 、 例 え ば 書 き 込 み の ２ 倍 の レ ー ト で 行
い 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ の 各 々 は 書 き 込 み デ ー タ を ２ 倍 速 信 号 に
フ レ ー ム レ ー ト 変 換 し て 読 み 出 す フ レ ー ム レ ー ト 変 換 メ モ リ と し て 機 能 す る 。 こ れ ら ２ つ
の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 読 み 出 し 動 作 は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ２ ３ か ら の 制 御 信
号 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ １ 、 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ （ Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ メ モ リ で は 、 Ｒ Ｅ 、 Ｒ Ｓ Ｔ Ｒ 信 号 が こ れ に
相 当 す る ） に よ っ て 制 御 さ れ 、 ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 出 力 デ ー タ バ ス に は
２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ が 並 列 的 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 駆 動 タ イ ミ ン グ パ ル ス 生 成 回 路 ２ ８ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 読 み 出 し 制 御 と
同 期 し て 、 液 晶 パ ネ ル ２ ９ の ア ド レ ス 動 作 に 必 要 な タ イ ミ ン グ パ ル ス 信 号 （ Ｈ Ｓ Ｔ ， Ｈ Ｃ
Ｋ 、 Ｖ Ｓ Ｔ 、 Ｖ Ｃ Ｋ ） を 生 成 し て 液 晶 パ ネ ル ２ ９ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２ ２ の 書 き 込 み 、 読 み 出 し
動 作 に つ い て 、 図 ２ の タ イ ミ ン グ 模 式 図 を 参 照 し て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 フ レ ー ム Ｆ n - 1

の 映 像 デ ー タ 入 力 期 間 は メ モ リ 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ に よ る 書 き 込 み 制 御 が ア ク テ ィ ブ
と な り 、 こ の 期 間 の 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ に 図 ２ （ ａ ） に 模
式 的 に 示 す よ う に 書 き 込 ま れ る 。 こ の 間 、 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ の 書 き 込 み 動 作 は 図
２ （ ｃ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 休 止 し 、 同 図 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 前 フ レ ー ム で 既 に 書 き
込 ん だ Ｆ n - 2 の デ ー タ の 読 み 出 し の み を 行 う 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ で は 、 フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 映 像 デ ー タ 書 き 込 み が 入 力 フ レ ー ム
期 間 の 半 ば に 達 し た 時 点 で 、 図 ２ （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 制 御 信 号 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ １
に よ り 読 み 出 し を 開 始 し 、 フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 映 像 デ ー タ が ２ 倍 レ ー ト で 読 み 出 さ れ る 。 こ
の フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 映 像 デ ー タ の 読 み 出 し は 、 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ の 記 憶 映 像 デ ー
タ が フ レ ー ム Ｆ n + 1 に 更 新 さ れ る ま で 、 図 ２ （ ｂ ） に Ａ 1、 Ｂ 1、 Ｃ 1、 Ｄ 1で 表 す よ う に ４
回 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 次 の フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ 入 力 期 間 は 、 メ モ リ 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ に
よ る 書 き 込 み 制 御 が ア ク テ ィ ブ と な り 、 こ の 期 間 の 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 図 ２ （ ｃ ） に
模 式 的 に 示 す よ う に 、 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ に 書 き 込 ま れ る 。 こ の 間 、 第 １ の フ レ ー
ム メ モ リ ２ １ の 書 き 込 み 動 作 は 図 ２ （ ａ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 休 止 し 、 前 フ レ ー ム で 既
に 書 き 込 ん だ Ｆ n - 1 の 映 像 デ ー タ の 読 み 出 し の み を 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ で は 、 フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ 書 き 込 み が 入 力 フ レ ー ム 期
間 の 半 ば に 達 し た 時 点 で 、 図 ２ （ ｄ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 制 御 信 号 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ に よ
り 読 み 出 し を 開 始 し 、 フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ が ２ 倍 レ ー ト で 読 み 出 さ れ る 。 こ の フ レ
ー ム Ｆ ｎ の 読 み 出 し は 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ の 記 憶 映 像 デ ー タ が フ レ ー ム Ｆ n + 2 に 更
新 さ れ る ま で 、 図 ２ （ ｄ ） に Ａ 2、 Ｂ 2、 Ｃ 2、 Ｄ 2で 表 す よ う に ４ 回 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ２ （ ｄ ） に 模 式 的 に 示 す 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ に よ る フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映
像 デ ー タ 読 み 出 し 期 間 に 着 目 す る と 、 ４ 回 の 読 み 出 し サ イ ク ル の う ち Ａ 2、 Ｂ 2で 示 す 前 半
期 間 で は 、 図 ２ （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ に よ る フ レ ー ム
Ｆ n - 1 の 映 像 デ ー タ の 後 半 期 間 Ｃ 1， Ｄ 1の 読 み 出 し が 同 時 並 列 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ の 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ は 、 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ に よ る フ レ ー ム Ｆ

ｎ の 前 半 期 間 Ａ 2、 Ｂ 2の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ を 現 フ レ ー ム デ ー タ 、 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ
２ １ に よ る 後 半 期 間 Ｃ 1、 Ｄ 1の フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ を 前 フ レ ー ム デ ー タ
と し て 、 こ れ ら 異 な る フ レ ー ム に 対 応 し た ２ つ の 映 像 デ ー タ か ら 、 信 号 レ ベ ル に 差 分 を 生
じ た （ ＝ 動 き が あ っ た ） 映 像 デ ー タ の 組 み 合 わ せ に 対 し て 、 変 化 を 強 調 す る 処 理 を 実 施 し
た 映 像 デ ー タ を 生 成 し 、 後 段 の 極 性 反 転 回 路 ２ ５ に 表 示 デ ー タ と し て 送 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ２ ２ に よ る Ｆ ｎ の 読 み 出 し の 後 半 期 間 Ｃ 2、 Ｄ 2で は 、 今 度 は フ レ
ー ム Ｆ n + 1 に 対 す る 前 フ レ ー ム デ ー タ と し て 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ に 利 用 さ れ る
。 こ の と き の 現 フ レ ー ム デ ー タ は 、 第 １ の フ レ ー ム メ モ リ ２ １ に よ る 前 半 期 間 の フ レ ー ム
Ｆ n + 1 の 読 み 出 し 映 像 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 表 示 デ ー タ の フ レ ー ム レ ー ト 変 換 及 び 、 前 、 現 フ
レ ー ム デ ー タ 比 較 に よ る 動 画 補 正 処 理 を 同 時 に 実 現 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 本 実
施 の 形 態 に よ れ ば 、 フ レ ー ム 反 転 駆 動 に お け る フ リ ッ カ レ ス 駆 動 に 必 要 な フ レ ー ム 倍 速 処
理 と 動 画 応 答 補 償 処 理 を 統 合 さ れ た メ モ リ 構 成 及 び 制 御 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 動 画 補 正 処 理 動 作 に つ い て 、 図 ３ 、 図 ４ 及 び 図 ５ の 模 式 図
と 共 に 説 明 す る 。 図 ３ ～ 図 ５ は い ず れ も 第 ｎ － １ フ レ ー ム か ら 第 ｎ フ レ ー ム に つ い て 、 表
示 デ ー タ に 変 化 が 発 生 し た 表 示 部 分 に お け る 補 正 処 理 の 概 要 を 示 し て お り 、 図 ３ （ ａ ） 、
（ ｂ ） 、 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 液 晶 表 示 輝 度 が 低 輝 度
か ら 高 輝 度 に 変 化 す る 場 合 を 、 図 ３ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） 、 図 ４ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） 及 び 図 ５ （ ｃ ）
、 （ ｄ ） は 、 そ れ ぞ れ 液 晶 表 示 輝 度 が 高 輝 度 か ら 低 輝 度 に 変 化 す る 場 合 に 対 応 し て い る 。
な お 、 こ こ で は 液 晶 駆 動 信 号 電 圧 振 幅 が 小 さ い 側 で 黒 表 示 と な る 「 ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク モ
ー ド 動 作 を 想 定 し て い る が 、 信 号 電 圧 振 幅 と 表 示 輝 度 の 関 係 が 逆 転 す る 「 ノ ー マ リ ー ホ ワ
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イ ト 」 で あ っ て も そ の 基 本 は 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ は ２ 倍 速 フ レ ー ム 変 換 し た 第 ｎ － １ フ レ ー ム と 第 ｎ フ レ ー ム の メ モ リ 読 み 出 し 映 像
デ ー タ か ら 変 換 し た 補 正 映 像 デ ー タ Ｓ ｎ ’ に よ る 動 画 強 調 処 理 を 極 性 反 転 し た ２ 倍 速 フ レ
ー ム Ｆ ｎ １ と Ｆ ｎ ２ の 垂 直 走 査 期 間 ２ 回 に わ た っ て 適 用 す る 例 を 示 す 図 で あ る 。 液 晶 の 応
答 は 基 本 的 に は 電 圧 極 性 依 存 性 が な い た め 、 図 ３ の 補 正 動 作 で は 、 １ フ レ ー ム 分 の 情 報 表
示 期 間 に わ た っ て 補 正 信 号 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ は ２ 倍 速 フ レ ー ム 変 換 し た 第 ｎ － １ フ レ ー ム と 第 ｎ フ レ ー ム の メ モ リ 読 み 出 し 映 像
デ ー タ か ら 変 換 し た 補 正 デ ー タ Ｓ ｎ ’ は ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ １ の 垂 直 走 査 期 間 １ 回 の み に
適 用 し 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ ２ で は 表 示 デ ー タ と し て 、 第 ｎ フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ そ の も
の を 適 用 す る 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 例 に よ れ ば 、 駆 動 信 号 電 圧 が ２ 倍 速 変 換 の 前 半 、 す な わ ち １ フ レ ー ム 分 の 情 報 表 示 期
間 の １ ／ ２ の 期 間 に 限 定 し て 強 調 処 理 さ れ る 。 そ の た め 、 デ ー タ 変 換 に お け る 強 調 処 理 の
程 度 を 強 め に 設 定 し て も 従 来 例 で 述 べ た 過 補 償 に よ る 輝 度 反 転 エ ッ ジ が 発 生 し に く い 点 に
加 え 、 １ フ レ ー ム 表 示 時 間 よ り 短 い 時 間 で 液 晶 が 目 標 と す る 輝 度 に 達 す る よ う に 動 画 補 正
を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ５ は ２ 倍 速 フ レ ー ム 変 換 し た 第 ｎ － １ フ レ ー ム と 第 ｎ フ レ ー ム の メ モ リ 読 み 出 し 映 像
デ ー タ か ら 変 換 し た 補 正 デ ー タ Ｓ ｎ ’ １ は 第 １ の ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ １ の 垂 直 走 査 期 間 の
１ 回 目 に 適 用 し 、 第 ２ の ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ ２ で は 、 第 ｎ － １ フ レ ー ム と 第 ｎ フ レ ー ム の
メ モ リ 読 み 出 し 映 像 デ ー タ か ら 変 換 し た 補 正 デ ー タ Ｓ ｎ ’ ２ を 適 用 す る 例 を 示 す 図 で あ る
。 す な わ ち 、 こ の 図 ５ の 例 で は 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ １ と Ｆ ｎ ２ の 各 々 の 垂 直 走 査 期 間 に
対 し て 別 の 動 画 処 理 デ ー タ を 与 え る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 前 フ レ ー ム と 現 フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ が 、 ２ 倍 速
フ レ ー ム の 各 サ イ ク ル に つ い て 同 時 並 列 的 に 得 ら れ る た め 、 各 ２ 倍 速 フ レ ー ム で フ レ ー ム
間 デ ー タ 比 較 が 可 能 な た め 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム 毎 に 異 な っ た 処 理 を 適 用 で き る 。 図 ５ で は 、
２ 倍 速 フ レ ー ム 前 半 の Ｆ ｎ １ で 液 晶 の 応 答 が 目 標 レ ベ ル を 上 回 る 程 度 に 過 補 償 と し 、 後 半
の Ｆ ｎ ２ で 前 半 の 過 補 償 の 影 響 を 打 ち 消 す よ う に 、 定 常 状 態 で は 目 標 値 を 下 回 る よ う な 逆
補 償 デ ー タ を 与 え て い る 。 こ の よ う な 処 理 に よ っ て 、 更 に 液 晶 の 応 答 を 高 速 化 す る と 共 に
、 過 補 償 に よ る 反 転 エ ッ ジ 発 生 を 抑 え た 応 答 補 償 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ５ で 説 明 し た 補 正 動 作 で は 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ ｎ １ と Ｆ ｎ ２ の 各 々 の 垂 直 走 査 期 間 に
対 し て 別 の 動 画 処 理 デ ー タ を 与 え る 。 こ れ を 可 能 と す る 動 画 補 正 処 理 用 デ ー タ 変 換 部 ２ ４
の 構 成 の 各 例 に つ い て 図 ６ 及 び 図 ７ の ブ ロ ッ ク 図 と 共 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ は 動 画 補 正 処 理 用 デ ー タ 変 換 部 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 図 ６ に 示
す 第 １ の 実 施 の 形 態 の 動 画 補 正 処 理 用 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ ａ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 及 び ２
２ か ら 供 給 さ れ る 映 像 デ ー タ Ｓ ｎ － １ と Ｓ ｎ を そ れ ぞ れ ２ 入 力 と す る ２ つ の ル ッ ク ア ッ プ
テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） ２ ４ １ 、 ２ ４ ２ に は 各 々 異 な る 変 換 デ ー タ テ ー ブ ル が 記 録 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ４ １ 及 び ２ ４ ２ の 各 々 か ら 出 力 さ れ た 変 換 デ ー タ は 、 デ ー タ セ レ ク タ （ Ｍ Ｕ Ｘ
） ２ ４ ３ に 入 力 さ れ 、 こ こ で 選 択 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ に よ っ て こ れ ら ２ つ の 変 換 デ ー タ の ど ち ら か
一 方 が 選 択 し て 出 力 さ れ る 。 選 択 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ に よ る デ ー タ 切 り 換 え を 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム Ｆ

ｎ １ と Ｆ ｎ ２ に つ い て 行 う こ と で 、 ２ 倍 速 フ レ ー ム を 単 位 と し た デ ー タ 変 換 の 切 り 換 え を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 図 ７ は 動 画 補 正 処 理 用 デ ー タ 変 換 部 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 図 ７ に 示
す 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 動 画 補 正 処 理 用 デ ー タ 変 換 部 ２ ４ ｂ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ 、 ２ ２
か ら 供 給 さ れ る デ ー タ Ｓ ｎ － １ と Ｓ ｎ の 差 分 を 求 め る 引 算 器 ２ ４ ５ を 備 え 、 引 算 器 ２ ４ ５
に よ り 得 ら れ た 差 分 情 報 に 対 し 所 定 の 係 数 Ｋ を 乗 算 器 ２ ４ ６ で 乗 算 し 、 そ の 乗 算 結 果 を 加
算 器 ２ ４ ７ で 元 デ ー タ Ｓ ｎ と 加 算 す る 処 理 を 行 う 。 制 御 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ は ２ 倍 速 フ レ ー ム 毎 に
乗 算 器 ２ ４ ６ の 乗 算 係 数 を 異 な っ た 値 と な る よ う な 切 り 換 え 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 フ レ ー ム 反 転 駆 動 に お け る
フ リ ッ カ レ ス 駆 動 に 必 要 な フ レ ー ム 倍 速 処 理 と 、 動 画 応 答 補 償 処 理 を 統 合 さ れ た メ モ リ 構
成 及 び 簡 易 な メ モ リ 制 御 で 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 動 画 応 答 補 償 処 理 を フ レ ー ム レ
ー ト 変 換 メ モ リ の 出 力 で 行 う 構 成 を 採 用 し て い る た め 、 補 正 の 時 間 単 位 を 短 く で き 、 よ り
効 果 的 な 動 画 応 答 補 正 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 に な る 液 晶 表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ は 本 発 明
に な る 液 晶 表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 同 図 中 、 図 １ と 同 一 構 成 部
分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 ８ に お い て 、 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 、
フ レ ー ム メ モ リ ブ ロ ッ ク ３ ０ を 構 成 す る 、 そ れ ぞ れ １ 画 面 分 の 表 示 デ ー タ 容 量 の １ ／ ２ の
容 量 を 有 す る ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ に 供 給 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の １ ／
２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ に は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 ３ ３ か ら 個 別 に メ モ リ 制 御 信 号
線 群 （ Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ 、 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ １ ） と （ Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ 、 Ｒ Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ ） が 供 給
さ れ 、 互 い に 書 き 込 み と 読 み 出 し の 制 御 を 独 立 し て 制 御 可 能 な 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ は そ れ ぞ れ 映 像 デ ー タ の 書 き 込 み と 読 み 出 し
を 独 立 制 御 可 能 な 構 成 で 、 こ れ に は 例 え ば 一 般 的 な Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ First-In First-Out） メ モ
リ を 適 用 で き る 。 ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ の 出 力 デ ー タ バ ス は 、 動 画 補
正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ３ ５ に 共 通 接 続 さ れ る と 共 に 、 デ ー タ 合 成 回 路 ３ ４ に 共 通 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 メ モ リ ブ ロ ッ ク ３ ０ を １ 画 面 分 の 表 示 デ ー タ 容 量 の １ ／ ２ の 容
量 を 有 す る 、 ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ で 構 成 し た 点 に あ る 。 一 般 に 、 Ｎ
Ｔ Ｓ Ｃ 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ に 代 表 さ れ る テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 規 格 は 、 飛 び 越 し 走 査 （ イ ン タ ー レ ー ス
） 形 態 で あ り 、 こ れ ら の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 に お け る 動 画 表 示 の 実 質 的 な 単 位 は 全 フ レ ー ム
走 査 線 情 報 の 内 の 奇 数 ラ イ ン で 構 成 さ れ た 奇 数 フ ィ ー ル ド 、 ま た は 偶 数 ラ イ ン の み で 構 成
さ れ た 偶 数 フ ィ ー ル ド と な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ と し て イ ン タ ー レ ー ス 方 式 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 想
定 し た 場 合 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ 各 々 の 容 量
を １ ／ ２ フ レ ー ム （ す な わ ち 、 １ フ ィ ー ル ド ） と し て 各 フ ィ ー ル ド 入 力 に 対 し て 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 の メ モ リ 制 御 及 び 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 の
効 果 を 実 現 で き る 。 更 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ と し て 順
次 走 査 （ プ ロ グ レ ッ シ ブ ） 信 号 入 力 に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３ ２ の 書 き 込 み 、 読
み 出 し 動 作 に つ い て 、 図 ９ の タ イ ミ ン グ 模 式 図 を 参 照 し て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 入 力 映 像
デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 順 次 走 査 信 号 （ プ ロ グ レ ッ シ ブ 信 号 ） で あ る も の と す る 。 フ レ ー ム Ｆ n - 1

の 映 像 デ ー タ 入 力 期 間 は メ モ リ 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ に よ る 書 き 込 み 制 御 が ア ク テ ィ ブ
と な り 、 こ の 期 間 の 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 図 ９ （ ａ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 偶 数 （ Ｅ
Ｖ Ｅ Ｎ ） ラ イ ン の み を 選 択 的 に （ 奇 数 ラ イ ン 期 間 の デ ー タ を 間 引 い て ） 第 １ の １ ／ ２ フ レ
ー ム メ モ リ ３ １ （ 第 １ ブ ロ ッ ク ） に 書 き 込 む よ う に 制 御 す る 。 こ の 間 、 第 ２ の １ ／ ２ フ レ
ー ム メ モ リ ３ ２ （ 第 ２ ブ ロ ッ ク ） の 書 き 込 み 動 作 は 図 ９ （ ｃ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 休 止
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し 、 同 図 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 前 フ レ ー ム で 既 に 書 き 込 ん だ 奇 数 ラ イ ン デ ー タ か ら な る Ｆ

n - 2 の 映 像 デ ー タ の 読 み 出 し の み を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 １ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ で は 、 フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ 書 き 込 み が
入 力 フ レ ー ム 期 間 の 半 ば に 達 し た 時 点 で 、 図 ９ （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 制 御 信 号 Ｒ
Ｄ － Ｃ Ｔ Ｌ １ に よ り 読 み 出 し を 開 始 し 、 フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ が ２ 倍 レ ー ト
で 読 み 出 さ れ る 。 こ の フ レ ー ム Ｆ n - 1 の 読 み 出 し は 第 １ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ の 記
憶 映 像 デ ー タ が フ レ ー ム Ｆ n + 1 の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ に 更 新 さ れ る ま で 、 図 ９ （ ｂ ） に Ａ 1、
Ｂ 1、 Ｃ 1、 Ｄ 1で 模 式 的 に 示 す よ う に ４ 回 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 同 様 に 、 次 の フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ 入 力 期 間 は 、 メ モ リ 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ ２ に
よ る 書 き 込 み 制 御 を ア ク テ ィ ブ と し 、 こ の 期 間 の 入 力 映 像 デ ー タ Ｄ ｉ ｎ は 奇 数 （ Ｏ Ｄ Ｄ ）
ラ イ ン の み を 選 択 的 に （ 偶 数 ラ イ ン 期 間 の デ ー タ を 間 引 い て ） 第 ２ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ
リ ３ ２ に 、 図 ９ （ ｃ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 書 き 込 む 制 御 を 行 う 。 こ の 間 、 第 １ の １ ／ ２
フ レ ー ム メ モ リ ３ １ の 書 き 込 み 動 作 は 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 休 止 し 、 前 フ レ ー ム で 既 に
書 き 込 ん だ Ｆ n - 1 の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ の 読 み 出 し の み を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ２ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ で は 、 フ レ ー ム Ｆ ｎ の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ の 書 き 込 み が
入 力 フ レ ー ム 期 間 の 半 ば に 達 し た 時 点 で 、 図 ９ （ ｄ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 制 御 信 号 Ｒ Ｄ
－ Ｃ Ｔ Ｌ ２ に よ り 読 み 出 し を 開 始 し 、 記 憶 さ れ て い る フ レ ー ム Ｆ ｎ の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ が
２ 倍 レ ー ト で 読 み 出 さ れ る 。 こ の フ レ ー ム Ｆ ｎ の 読 み 出 し は 第 ２ の フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ の
記 憶 デ ー タ が フ レ ー ム Ｆ n + 2 の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ に 更 新 さ れ る ま で 、 図 ９ （ ｄ ） に Ａ 2、 Ｂ
2、 Ｃ 2、 Ｄ 2で 模 式 的 に 示 す よ う に ４ 回 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ こ で 、 第 ２ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ に よ る フ レ ー ム Ｆ ｎ の 奇 数 ラ イ ン デ ー タ の 読
み 出 し 期 間 に 着 目 す る と 、 奇 数 ラ イ ン デ ー タ ４ 回 の 読 み 出 し サ イ ク ル の う ち 、 図 ９ （ ｄ ）
に 模 式 的 に 示 す 前 半 期 間 Ａ 2、 Ｂ 2で は 、 第 １ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ に よ る フ レ ー ム
Ｆ n - 1 の 偶 数 ラ イ ン デ ー タ ４ 回 の 読 み 出 し サ イ ク ル の う ち 、 同 図 （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す 後
半 期 間 Ｃ 1、 Ｄ １ の 読 み 出 し が 同 時 並 列 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ８ に 示 す 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部 ３ ５ で は 、 １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ に よ る 前 半
期 間 Ａ 2、 Ｂ 2に お け る フ レ ー ム Ｆ ｎ の 奇 数 ラ イ ン 読 み 出 し デ ー タ を 現 フ ィ ー ル ド デ ー タ と
し 、 か つ 、 １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ に よ る 後 半 期 間 Ｃ 1、 Ｄ １ に お け る フ レ ー ム Ｆ n - 1 の
偶 数 ラ イ ン 読 み 出 し デ ー タ を 前 フ ィ ー ル ド デ ー タ と し て 、 こ れ ら 異 な る フ ィ ー ル ド に 対 応
し た ２ つ の デ ー タ か ら 、 信 号 レ ベ ル に 差 分 を 生 じ た （ ＝ 動 き が あ っ た ） デ ー タ の 組 み 合 わ
せ に 対 し て 、 変 化 を 強 調 す る 処 理 を 施 し た デ ー タ を 生 成 し 、 後 段 の 処 理 ブ ロ ッ ク に 表 示 デ
ー タ と し て 送 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 の 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 順 次 走 査 信 号 を イ ン タ ー レ ー ス 化 し て 表 示 デ ー タ
の フ レ ー ム レ ー ト 変 換 及 び 、 前 、 現 フ レ ー ム デ ー タ 比 較 に よ る 動 画 補 正 処 理 を 同 時 に 実 現
す る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 フ レ ー ム 反 転 駆 動 に お け る フ リ ッ カ レ ス 駆 動 に 必 要 な フ レ
ー ム ２ 倍 速 処 理 と 動 画 応 答 補 償 処 理 を 統 合 さ れ た メ モ リ 構 成 及 び 制 御 で 実 現 す る こ と が で
き 、 必 要 な メ モ リ 容 量 を 第 １ の 実 施 の 形 態 に 比 し １ ／ ２ に 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 対 応 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル の ア ド レ ス 方 式 例 に つ い て 図 １ ０ と 共 に
説 明 す る 。 イ ン タ ー レ ー ス 化 さ れ た 表 示 信 号 を フ レ ー ム 相 当 の ラ イ ン 数 を 有 す る 液 晶 パ ネ
ル で 良 好 に 表 示 す る 手 段 と し て 、 図 １ ０ に 示 す 「 ２ ラ イ ン 組 違 い 駆 動 」 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の 表 示 手 段 で は 、 奇 数 行 に 対 応 し た 表 示 信 号 入 力 １ 、 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ・ ・ ・ に 対 し 、 水
平 走 査 期 間 毎 の 液 晶 パ ネ ル の 垂 直 走 査 行 選 択 を （ Ｌ １ ， Ｌ ２ ） 、 （ Ｌ ３ ， Ｌ ４ ） 、 （ Ｌ ５
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， Ｌ ６ ） 、 ・ ・ ・ の 形 態 で ２ ラ イ ン 同 時 に 行 う 。 次 に 、 偶 数 行 に 対 応 し た 表 示 信 号 入 力 ２
、 ４ 、 ６ 、 ８ 、 ・ ・ ・ に 対 し 、 水 平 走 査 期 間 毎 の 液 晶 パ ネ ル の 垂 直 走 査 行 選 択 を （ Ｌ ２ ，
Ｌ ３ ） 、 （ Ｌ ４ ， Ｌ ５ ） 、 （ Ｌ ６ ， Ｌ ７ ） 、 ・ ・ ・ の 形 態 で 、 奇 数 ラ イ ン 走 査 時 と １ ラ イ
ン ず れ た ２ ラ イ ン の 組 み 合 わ せ で 同 時 に 行 う 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 表 示 手 段 で は 、 順 次 走 査 に 対 し て 垂 直 解 像 度 が や や 劣 化 傾 向 と な る が 、 イ ン タ ー レ
ー ス 信 号 を 良 好 に 表 示 で き る 。 上 記 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 液 晶 パ ネ ル 駆 動 と し
て 、 順 次 駆 動 と ２ ラ イ ン 組 違 い 駆 動 の 両 方 の 駆 動 モ ー ド に 対 応 可 能 な 液 晶 パ ネ ル を 用 い る
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 構 成 に お い て は 、 図 ９ 等 と 共 に 説 明 し た 動 画 処 理 を 適 用 せ ず 、 順 次
走 査 信 号 の ま ま フ レ ー ム レ ー ト 変 換 （ フ レ ー ム ２ 倍 速 処 理 ） の み を 行 う よ う に 動 作 を 切 り
換 え る こ と が 可 能 で あ る 。 図 １ １ は 順 次 走 査 信 号 の ま ま フ レ ー ム レ ー ト 変 換 の み を 行 う と
き の 動 作 模 式 図 で あ る 。 以 下 に 図 １ １ の 駆 動 方 法 に お け る メ モ リ 制 御 及 び 動 作 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ 入 力 期 間 で は メ モ リ 制 御 信 号 Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ １ と Ｗ Ｔ － Ｃ Ｔ Ｌ
２ に よ る 書 き 込 み 制 御 を 共 に ア ク テ ィ ブ と し 、 第 １ ブ ロ ッ ク で あ る １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ
３ １ に 対 し て は 、 図 １ １ （ ａ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 偶 数 （ Ｅ Ｖ Ｅ Ｎ ） ラ イ ン デ ー タ を 書
き 込 む よ う に 制 御 し 、 か つ 、 第 ２ ブ ロ ッ ク で あ る １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ に 対 し て は 、
同 図 （ ｃ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 奇 数 （ Ｏ Ｄ Ｄ ） ラ イ ン デ ー タ を 書 き 込 む よ う に 制 御 す る
。 こ れ に よ り 、 順 次 走 査 信 号 の 走 査 線 デ ー タ を 間 引 く こ と な く 、 ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ
モ リ ３ １ 及 び ３ ２ に フ レ ー ム Ｆ ｎ の 映 像 デ ー タ を 書 き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 映 像 デ ー タ の 読 み 出 し は 入 力 の ２ 倍 レ ー ト で 、 ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ １ 及 び ３
２ に つ い て 同 時 並 列 的 に 行 わ れ 、 図 １ １ （ ｄ ） に Ａ ４ 、 Ｂ ４ で 模 式 的 に 示 す よ う に 、 フ レ
ー ム Ｆ ｎ の 奇 数 行 映 像 デ ー タ は 第 ２ ブ ロ ッ ク の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ ３ ２ か ら 、 ま た 、 同
図 （ ｂ ） に Ａ ３ 、 Ｂ ３ で 模 式 的 に 示 す よ う に 、 偶 数 行 映 像 デ ー タ は 第 １ ブ ロ ッ ク の １ ／ ２
フ レ ー ム メ モ リ ３ １ か ら 、 各 々 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 さ れ て ２ 回 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 再 び 図 ８ に 戻 っ て 説 明 す る に 、 デ ー タ 合 成 回 路 ３ ４ は 、 上 記 ２ つ の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ
リ ３ １ 及 び ３ ２ か ら 読 み 出 さ れ た 奇 数 ラ イ ン と 偶 数 ラ イ ン の 各 映 像 デ ー タ を 入 力 と し て 受
け 、 ２ 倍 速 化 さ れ た 順 次 走 査 信 号 に 再 合 成 す る 。 こ の 場 合 の 表 示 信 号 は 液 晶 パ ネ ル １ １ を
２ ラ イ ン 組 違 い 駆 動 で は な く 、 順 次 走 査 駆 動 と し て 表 示 す る 。 こ れ に よ り 、 静 止 画 の 垂 直
解 像 度 低 下 が な い 表 示 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 順 次 走 査 信 号 を 図 ９ と 共 に 説 明 し た イ ン タ ー レ ー ス 化 し て
フ レ ー ム 倍 速 処 理 と 動 画 補 償 処 理 を 共 に 実 施 す る 第 １ の モ ー ド と 、 図 １ １ と 共 に 説 明 し た
順 次 走 査 信 号 の ま ま フ レ ー ム ２ 倍 速 処 理 の み を 行 う 第 ２ の モ ー ド を 選 択 的 に 切 り 換 え る こ
と が 可 能 で あ る 。 図 ８ の 制 御 信 号 Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ は こ れ ら の ２ つ の モ ー ド 選 択 に 必 要 な メ モ リ 制
御 タ イ ミ ン グ と 出 力 デ ー タ の 切 り 換 え を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 制 御 信 号 Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ に よ り 、 上 記 の 第 １ の モ ー ド で は 、 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変
換 部 ３ ５ か ら 取 り 出 さ れ た 表 示 信 号 を 選 択 す る よ う に デ ー タ セ レ ク タ ３ ６ が 切 り 替 え ら れ
、 上 記 の 第 ２ の モ ー ド で は 、 デ ー タ 合 成 回 路 ３ ４ か ら 取 り 出 さ れ た 表 示 信 号 を 選 択 す る よ
う に デ ー タ セ レ ク タ ３ ６ が 切 り 替 え ら れ る 。 デ ー タ セ レ ク タ ３ ６ に よ り 選 択 さ れ た 表 示 信
号 は 極 性 反 転 回 路 ２ ５ に 供 給 さ れ 、 以 降 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ て 液 晶
パ ネ ル ２ ９ に 供 給 さ れ て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 及 び 動 画 補 正 に 必
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要 な メ モ リ 容 量 を １ ／ ２ に 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 動 画 特 性 の ウ ェ イ ト が 高 い 映 像
に つ い て は 、 動 画 処 理 を 適 用 し て イ ン タ ー レ ー ス 表 示 す る 上 記 の 第 １ の モ ー ド （ 動 画 処 理
補 正 モ ー ド ） を 選 択 し 、 静 止 画 解 像 度 を 優 先 し た い 場 合 に は 、 動 画 処 理 を 適 用 せ ず プ ロ グ
レ ッ シ ブ 表 示 す る 上 記 の 第 ２ の モ ー ド （ 順 次 走 査 モ ー ド ） を 選 択 す る 切 り 換 え が 可 能 で あ
る 。 こ れ ら ２ つ の 動 作 モ ー ド は 表 示 映 像 に 対 し て 適 宜 選 択 で き る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の モ ー ド し か 有 さ な い 既 存 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 倍 速 変
換 メ モ リ の 構 造 、 容 量 を そ の ま ま 利 用 し 、 動 画 補 正 処 理 に 応 用 す る イ ン タ ー レ ー ス （ 組 み
違 い ） 表 示 を 、 多 少 の 変 更 で 可 能 で あ る と い う 特 長 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 以 上 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 第 ２ の 実 施 の 形
態 で は ２ つ の モ ー ド を 切 り 替 え る よ う に 説 明 し た が 、 ど ち ら か 一 方 の モ ー ド の み を 備 え た
構 成 で あ っ て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の フ レ ー ム メ モ リ の 動 作 及 び そ の 制 御 説 明 用 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 動 画 補 正 処 理 の 第 １ の 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 動 画 補 正 処 理 の 第 ２ の 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 動 画 補 正 処 理 の 第 ３ の 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ 中 の 動 画 補 正 処 理 部 の 第 １ の 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ 中 の 動 画 補 正 処 理 部 の 第 ２ の 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ 中 の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ の 第 １ の モ ー ド の 動 作 及 び そ の 制 御 説 明 用 模 式 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ 中 の １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ の 第 ２ の モ ー ド の 動 作 及 び そ の 制 御 説 明 用 模 式
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル の 一 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 回 路 の 一 例 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 制 御 部 の 一 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 入 力 信 号 と 表 示 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 補 正 処 理 ブ ロ ッ ク の 一 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 補 正 動 作 の 一 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 補 正 動 作 の 他 の 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 画 補 正 動 作 の 課 題 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ２ ０ 、 ３ ０ 　 メ モ リ ブ ロ ッ ク
　 ２ １ 、 ２ ２ 　 フ レ ー ム メ モ リ
　 ２ ３ 、 ３ ３ 　 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路
　 ２ ４ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ 、 ３ ５ 　 動 画 補 正 処 理 デ ー タ 変 換 部
　 ２ ５ 　 極 性 反 転 回 路
　 ２ ６ 　 Ｄ ／ Ａ 変 換 器
　 ２ ７ 　 ア ナ ロ グ 処 理 部
　 ２ ８ 　 駆 動 タ イ ミ ン グ パ ル ス 生 成 回 路
　 ２ ９ 　 液 晶 パ ネ ル
　 ３ １ 、 ３ ２ 　 １ ／ ２ フ レ ー ム メ モ リ
　 ３ ４ 　 デ ー タ 合 成 回 路
　 ３ ６ 　 デ ー タ セ レ ク タ
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　 ２ ４ １ 、 ２ ４ ２ 　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ）
　 ２ ４ ３ 　 デ ー タ セ レ ク タ （ Ｍ Ｕ Ｘ ）
　 ２ ４ ５ 　 引 算 器
　 ２ ４ ６ 　 乗 算 器
　 ２ ４ ７ 　 加 算 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(15) JP 2005-309326 A 2005.11.4



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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些帧数据的信号电平发生差异时，生成经过校正以强调变化的处理的校
正后的处理视频数据。 [选型图]图1
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